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インターネット用語解説：11 金森 國臣

プログレッシブJPEG【Progressiveジェイペグ】

JPEGとはカラーの静止画像を圧縮伸張する方式の1つであるが、

その新しいバリエーション。プログレッシブJPEGでは、画像を上か

ら順に表示するのではなく、ぼやけた状態から徐々にくっきりした画

像に修整しながら表示する。このため全体のイメージがすぐにわか

り、ネットサーフィン時のイライラを解消できることから、Web上

の画像ファイルの圧縮方式としてよく使用されている。同様の効果

が得られる圧縮方式としては、インターレースGIF
ジ フ

（interlaced GIF）

があるが、プログレッシブJPEGのほうが高画質であり、ダウンロー

ドに要する時間も短い。これらの方式で圧縮された画像をブラウザ

ーで表示するには、各ファイル形式に対応した表示プログラム（ビ

ューアー）が必要であり、ヘルパーアプリケ

ーションとしてあらかじめ設定しておかなけ

ればならない（ネットスケープではインライン

プラグインで処理するために不要）。JPEGと

は、ISO（国際標準化機構）とITU-TS（電

気通信標準化セクター）の合同委員会であ

るJoint PhotographicExpertsGroup（静止

画の合同専門家グループ）の略称であり、こ

れが方式名としてそのまま使われている。

ブラウザー（browser）

WWWサーバーに蓄積されている情報を手元のコンピュータ画面に表示するWWWクライアントプログラム。モザイク

（Mosaic）やネットスケープナビゲーターがよく知られているが、最近ではマイクロソフト社がインターネットエクスプローラ

ーをこの分野に投入した。当初はHTML（HyperText Markup Language; ハイパーテキストマークアップ言語）で記述され

た文書の表示をその特徴としていたため、ハイパーテキストブラウザーと呼ぶこともあった。現在では、VRML（Virtual Reality

Modeling Language）などによる3次元画像も含めたマルチメディア情報も取り扱えるようになり、ブラウザーと呼ぶことが

多い。情報を表示する機能にとどまらず、電子メールの送受信機能なども提供し始めていることから、実体と呼称との間に

差が生じている。例えば、米ネットスケープコミュニケーションズ社のブラウザーは商品名に合わせてナビゲーターと呼ばれて

いるが、同社副社長のマーク・アンドリーセン氏によれば、その理由は単にブラウズする以外の機能もあるためとのことであ

る。ブラウザーとは、もともとデータベースやファイルの内容を表示するプログラムのことを指していたことから、インターネ

ット上のリソースを表示するプログラムを総称している場合もある。「閲覧ソフトウェア」という表記も見かけられるが、ブラ

ウズ（browse）の「拾い読みすること」という意味に沿えば、「縦覧ソフトウェア」とするのが正しい。

ネットスケープナビゲーター（Netscape Navigator）

米イリノイ大学でモザイクを開発していたメンバーが米ネット

スケープコミュニケーションズ社（Netscape Communications

Corporation）に移籍し、1993年に開発したWWWブラウザ

ー。その機能の高さ、また評価版を無償配布するという巧みな

マーケティング戦略によって、現在では約70パーセントのユー

ザーがネットスケープを使用していると言われている。1995年

10月に発表されたバージョン2.0には、Javaのインタープリタ

ー、電子メールの送受信、暗号化、インラインプラグインな

ど、数多くの新機能が組み込まれており、ブラウザーの域を越

えて、インターネットに対する総合的なインターフェイスを提

供している。ネットスケープを使用することによって必要に応

じてアプレットを入手し、ブラウザー上で表計算ソフトやワー

プロソフトを実行することができるので、ハードウェアやOSの

種類にしばられないコンピューティング環境の実現も近いと言

える。「ネットワークコンピュータ」という概念も、ネットスケ

ープの出現によるところが大きい。
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ヘルパーアプリケーション（helper application）

インターネットの各ウェブサイトには、マルチメディア情報

（静止画、動画、音声など）がさまざまなファイル形式

（MPEG、JPEGなど）で格納されているが、ブラウザーで表

示できないものもあり、それらを補助的に表示するために用意

されているアプリケーションのこと。QuickTimeの動画像を再

生するプレイヤーなどがこれにあたる。ブラウザーで表示でき

ない形式のファイルを表示するには、それに対応するプログラ

ムを入手し、ヘルパーアプリケーションとしてブラウザーに設

定する必要がある。このように、ブラウザーと表示プログラム

を分離して取り扱うことにより、新しいファイル形式の出現な

どにも柔軟に対処することができる。単にヘルパーと呼ぶこと

もあり、多くはフリーウェアやシェアウェアで提供されている。

今回はプログラム関係の用語を中心に解説しました。ご意見やご要望をお待ちしています。

E-mail to： ip-term@impress.co.jp

アプレット（applet, aplet）

本来は小さなアプリケーションプログラムのことを意味するが、インターネットではJavaで記述された

プログラムを指すことが多い。アプレットは、Hot Javaやネットスケープ2.0などJava言語のインタープ

リターが組み込まれたブラウザー内で通常のアプリケーションと同じように実行される。applicationと-

letの混成語。

インラインプラグイン（inline plug-in）

WWWサーバー上の文書には、文字だけではなくマルチメディア情報も含ま

れている。これらをネットスケープナビゲーターで表示させるために、米ネット

スケープコミュニケーションズ社が提唱しているプラグイン機能。それぞれのフ

ァイル形式に対応したプラグインモジュールをネットスケープナビゲーターに組

み込み、各種のファイルをネットスケープのブラウザー内で表示させるという

仕組みになっている。対応するプラグインモジュールを導入すると、どのような

形式のデータでも別のウインドウを開くことなく、ネットスケープのウィンドウ

内で表示することができる。プラグインモジュールが用意されていれば、ヘル

パーアプリケーションは不要になる。アドビ社はアクロバット（Adobe Acrobat）

用の「アンバー」、マクロメディア社はディレクター（Director）用の「ショッ

クウェーブ」といったように、各社で専用のプラグインを開発している。

Java【ジャヴァ】

米サン・マイクロシステムズ社が開発したオブジェクト指向のプログラミ

ング言語。C++によく似ている。Javaで記述されたアプレットは、Javaコ

ンパイラーによってバイトコードに変換され、HTMLを拡張したタグでJava

のバイトコードにコンパイルされたファイル名を指定する。この文書はWWW

サーバー上に置かれるが、HotJavaで読み込んだのち、ブラウザー内のイン

タープリターによって解釈され実行される。Javaのソースコードはバイトコ

ードにコンパイルされるため、特定のオペレーティングシステムやCPUに依

存することはない。

HotJava【ホットジャヴァ】

米サン・マイクロシステムズ社が開発したWWWブラウ

ザーで、Java言語で記述されたアプリケーションプログラ

ム（アプレット）を実行する。従来のブラウザーでは文字

や画像を「表示」することしかできなかったが、HotJava

ではWWWサーバーからアプレットを読み込み、ブラウザ

ーの画面でアニメーションを動かしたり、株価情報をリア

ルタイムで表示したり、さまざまな「処理」を行うことが

できる。

Fアプレットを利用

したパズル
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